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米子市民の土地を産廃処分場に提供しないでください
　
　米子市の自慢はおいしい水です。都会から帰った若者や来訪者たちが「米子の水はおいしい！」と言ってくれます。大山のブナ林からゆっくりと水脈を伝って、飲み水や生活用水として使われ、先人が守ってきました。 これからも子どもや孫たちにも伝えたい！！ これが私たちの一番の願いです。
いま鳥取県と鳥取県環境管理事業センターが淀江町内ですすめている「管理型産廃処分場」は、猛毒ダイオキシンなどの環境ホルモンや硫化水素の発生など危険がいっぱいで、これまで県内4か所で危険だと住民に断られてきました。そのような危険な処分場をなぜ水源地や湧水の集中するこの地につくるのでしょうか。
　旧淀江町と環境プラントが平成４年に結んだ開発協定で「一般廃棄物処分場以外に供してはならない」と締結しており、その協定は合併後の現在も有効です。計画地の46％は米子市の土地です。米子市が「産廃処分場には土地を提供しません」といえば、管理型産廃処分場計画は止めることができます。すでに約29,000筆（淀江は町民の半数以上）の反対署名が鳥取県知事のもとに届けられており、淀江の海で漁業を営む淀江漁協も「海を汚すな！」と反対しています。米子市長として住民の声に耳を傾ける責務があります。
【 要　請 】 
先人の残し守ってきた米子の宝をまもり、安心して「米子の水はおいしいがん」とずっといえるように、産廃処分場に米子市民の財産である土地を提供しないこと。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎この署名は、他の目的に一切使用しません。
大山ふもとの自然環境と米子の水を守る会　　　連絡先　山根 一典　（0859-56-5893）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　米子市淀江町平岡187
